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一般社団法人日本地質学会倫理綱領
2003年9月19日　日本地質学会総会制定

2009年12月5日　一般社団法人日本地質学会制定*

　日本地質学会の会員は，科学的真理を明らかにする事を目的として，誠実かつ真摯に地質学および関連科学の研究・教育および
調査を行う．その成果を広く社会に公表することにより地質学および関連科学の進歩普及を図り，もって社会の発展と人類の福祉
に貢献する．会員は，基本的人権を守り，良識かつ品位のある行動をとる．

1. 科学者としての倫理：会員は，専門知識の向上および地質学と関連科学の発展を目指して自己研磨を図る．研究と調査において
は，法を尊守し，社会的良識に従って行動する．科学的事実に対しては常に謙虚，誠実でなくてはならない．研究成果と技術上の
知見を広く社会に公表し，公表にあたっては先人と他者の業績を尊重する．

2. 知的交流の確保：会員は，国際交流や他分野との交流を進めることを通して学術の向上を図るとともに，研究成果と技術上の知
見が科学的に広く吟味・検証されるよう努める．

3. 人類と社会への責務：会員は，その専門知識と技術を適切に活用し，研究と調査の成果を広く社会に提供することを通して社会
の発展と人類の福祉に貢献する．

4. 地球環境への責務：会員は，地球システムの諸現象についての専門家として，地質災害の予知と防止，地球環境の将来予測，資
源の適正な活用に関する情報を提供するとともに，専門知識を活かして環境の保全と改善に努める．自らの研究と調査の実施にあ
たっては環境への影響を最小限にするよう配慮する．

5. 次世代への責務：会員は，地質学と関連科学における学術と技術の継承と発展，次世代を支える人材の育成を図る．研究や調査
の成果物，重要な露頭や標本などの科学的遺産の保全に努める．

*2009 年12月5日法人理事会において，一般社団法人日本地質学会倫理綱領として全文引継を決定．

一般社団法人日本地質学会行動規範
 

2011年9月8日　一般社団法人日本地質学会理事会制定
 
　日本地質学会が他機関や組織との連携事業を実施する際に，学会員の立場や責任について，学会員ならびに社会に明示するため，
一定の規範が必要であるとの認識のもとに，本会倫理綱領を踏まえて行動規範を定めるものである．

（透明性，説明責任）
1. 会員は，地質学・地球科学分野の進展とその成果が与える社会的影響を自覚し，公益性の観点から客観的事実を明らかにするよ
う努力すると同時に，事実を社会に周知するよう努力する．
2. 会員は,専門の業務において,その目的・方法・成果等について,要求された場合には明快に説明する責任がある．特に専門家でな
い者には,相手の立場に立つ姿勢で分かりやすく説明する責任がある．

（自立・公益性）
3. 会員は，立案，計画，申請，実施，報告などの過程において，真実に基づき，公正であることを重視し，誠実に行動する．研究・
調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為をなさず，加担しない．また，科学技術に
関わる問題に対して，特定の権威・組織・利益によらない中立的・客観的な立場から討議し，責任をもって結論を導き，実行する．
4. 会員は，関与する計画と事業が人類社会や環境に及ぼす影響を予測評価する努力を怠らず，公衆の安全，健康，福祉を損なう，
または環境を破壊する可能性がある場合には，中立性，客観性を保ち，自己の良心と信念に従って情報を公開する．

（中立公正）
5. 会員は，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教などによって個人を差別せず，個人の人権と人格を尊重する．また，個人の
自由を尊重し，公平に対応する．
6. 会員は,専門知識を説明するときは,一方的な価値観を押し付けることのないよう，他者の理解を得るように努める．
7. 会員は，他者と互いの能力の向上に努力し，専門上の批判には謙虚に耳を傾け，不公正な競争を排除する．

（契約に対する誠実性と利益相反）
8. 会員は，雇用者または依頼者それぞれのために，誠実な代理人または受託者として行動する．
9. 会員は，雇用者または依頼者から不適切な便宜供与を受けてはいけない．
10. 事業の結果および研究の成果が他団体または，自らを含む特定の個人に利益をもたらすことが予想される場合には，事前に雇
用者あるいは依頼者の了承を得る．

以上
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営業時間：9:30から18：00まで

ֶձ事຿͔ہΒの͓஌Βせ
　学会事務ہは，6月以߱もग़ۈ日਺や人਺を調੔しながらテϨ
ϫーΫを実施しております．Ӧ業時ؒは通常通り，ి࿩対応も࠶
開しておりますが，事務ہへの͝連བྷ・お問い合わせは，できる
ͩけϝーϧでおૹりいたͩけると޾いです．͝ڠ力の΄どよΖし
くおئいいたします．

2020年6月15日
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　2020 年 5 月から 2 年ؒ代表理事（会௕）を務めるこ
とになりました．ඍ力ながら，日本地質学会の発展のた
めに最善をつくす覚ޛでおります．取り͗ٸ，୹く͝ѫ
．させていたͩきますࡰ
છ঱の世ք的ຮԆ（ίײίϩφ΢Πϧスܕ年౓は৽ࠓ　
ϩφՒ）で࢝まり，会員のօ༷方も周ғの健康ʗ安全確
保はもとより，社会活動全般における行動༷ࣜのมߋに
ついてࢼ行ޡࡨ中と存͡ます．将来の世ք࢙教科ॻにେ
సظ׵と明記されるであΖうࠓճのίϩφՒですが，զ
が地質学会もその影響を໔れられず，先のお知らせ通り，
9 月開࠵予定の໊ݹ԰େ会のԆظというେม࢒念な決அと
なりました．しかし，これは地質学会のあり方を৭ʑな
視点でߟ࠶する良い機会と前向きにଊえたいと思います．
　過ڈのੜ物େྔઈ໓事݅では，環境ܹม時に限ってੜ
物がٸ଎にかつେきく姿・ܗをมえ，ੜき࢒りを図りま
した．人ؒを含むੜ物は基本的に怠ଦな存ࡏであり，周
ғの環境が安定であれ͹自らੵۃ的にมԽすることは΄
とんどありません．これは実はࢲୡの日常のੜき方に，
そして学会のあり方にも౰てはまるのではないかと͡ײ
ます．すでに地質学会でもίϩφՒの影響で業務ܗଶの
改มをഭられるہ໘となり，ྫえ͹΢Τοϒ会議を用い
たύϯデϛοΫճආと，৽しいܗでの時ؒ・Ҡ動ίス
τのઅ約が࢝まりました．๭ ; 社の利用者はࡢ年຤で
̍ઍສ人ͩったのが，この̐ϲ月ؒで̏ԯ人にまで૿え
たそうです．技術的にはすでに利用可能でありながら，
༗ޮ利用されていなかった৽システムのٸ଎な普及は，
まさにੜ物にྫえれ͹ઈ໓௚ޙのٸ଎な৽種ग़現に他な
りません．学会ߨԋや論文公表のܗについても従来の方
ࣜに代わる৽しい༷ࣜを，世ք中で໛ࡧしています．同
༷に，このٸۓ時を޷機とଊえ，地質学における研究，
教育，普及，そしてا業活動など，ϙスτ・ίϩφ時代

の地質学会のあり方を会員のօ༷とڞにߟえ，ߏஙして
Ώきたいと思います．
　一方で，学会が๊える問題点の本質はなかなかࡏݦԽ
せず，平Ժな日常業務の中ではҙ識しにくいものです．
これまでも，௕ظ的な会員਺ݮগ傾向とそれに൐うࡒ੓
ҡ࣋のࠔ೉さが౓ʑ指ఠされてきました．しかし，学会
存ଓのҙٛは，会員਺૿加やࡒ੓安定が先ではなく，ଟ
਺のੵۃ的会員が活動し，本来の目的である学術研究で
国಺֎にେきな影響を与えているのか൱かという点で問
われるはずです．ϫΫϫΫするような໘നい研究が進ん
でいれ͹，ح޷心のある者（ଟくは学ੜ・Ӄੜやए手研
究者）はݺ͹なくてもࢀ加するはずです．重要な目標は，
学会が（ࢲのようなʠੜきたԽੴʡ会員のためではなく）
次世代を担うए手研究者の健全な育成の場となることͩ
と信͡ます．ʮೖ会しないと，またࢀ加しないと損をす
るよʯとݴわれるような学会を目指す΂く，օさんのڠ
力のもと努力したいと思います．
画を४උ中اを契機に理事会は৽ظ԰େ会のԆݹ໊　
で，その一つにΦϯϥΠϯでのシϣーτίースがありま
す．֤େ学における教育ΧϦΩϡϥムのภりでཤमでき
なかった科目をू中ٛߨのようなܗで学ੜやӃੜに提供
し，またए手会員のΈならず，最৽の知識による中ݎ社
会人会員の࠶教育を݉ねるものをҙ図しており，1 ճ限
りではなく継ଓさせてΏく計画です．このような研究技
術໘での会員能力向上のਪ進に加えて，δΦϩδスτと
してのߴいҙ識覚੧をもଅしたいとߟえています．なん
とݴっても，టषい地Ҭ地質学的࢓事こそがࢲたちのݪ
点ͩったはずです．しかし，たͩषいͩけではए者にݏ
われるので，その中から世քに通͡る普ว的なΞΠデ
Ξをग़すָしΈ，またそのίπを఻तする必要があり
ます．やや࢖いݹされたݴ༿ではありますが，ʠ5IJOL 
HMPCBMMZ, BDU MPDBMMZʡを改めてࢲたちの規範とす΂きで
はないでしΐうか．֎国の諸学会との関܎もΞδΞに限
定せず，より広範ғに֦େしたいものです．৽しい視点
とҙ識に基づき，世քにތれるଟくの研究成果を日本地
質学会から発信できれ͹，ॳ等・中等教育や普及活動，
そしてا業スタΠϧもେきく༷มわりするとظ଴されま
す．௕年ଓけてきた֤種ҕ員会が࣋つ制౓ർ࿑について
も，ࠤʑ໦෭会௕を中心に見௚し中で，スοΩϦした組
織体ܥへの੔උを進めています．また֤৆の表জ制౓や
બߟ過程についても検討中であり，ଟ方໘においてより
ޮ཰的な学会ӡӦを目指しています．
　ϓϨーτテΫτχΫスがデϏϡーして൒世لが過͗ま
した．次の൒世لでも日本のδΦϩδスτが世քで活༂
できるように，ڞにؤுりましΐう．地質学会がさらに
ඈ༂できますように，ͥͻ会員のօ༷にも知ܙをࡡって
いたͩけれ͹とئいます．最ޙになりましたが，これま
で学会をݗ引してこられ，ότϯを౉してくͩさったদ
ాതو前会௕ならびに前理事の方ʑにେいにँײいたし
ます．

2020 年 6 月 1 日

一般社団法人日本地質学会
会௕　ү⃻行༤

日本地質学会会長就任にあたって
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自વ災害や環境問
題に対ॲし，ޮ果
的なΠϯϑϥ活用
により࣋ଓ可能な
社会をߏஙするた
めには，地球を理
解する学問である
地質学は不可ܽで
あり，地質学にも

とづく専門技術が必要であることはݴうまで
もありません．ࢲは෭会௕として会௕をิࠤし，
ओに広報෦会や社会貢献෦会とともに，タΠム
Ϧーな地質情報の発信，༷ʑな広報活動，ࢢຽ
向けの事業活動などを展開して，地質学の重要
性を社会にΞϐーϧする学会活動のʮ見えるԽʯ
をਪ進します．

2 ظ 4 年ؒの行事
ҕ員௕ࡏ任中，Ѫ
ඤେ会およびࡳຈ
େ会と，自વ災害
によるେ会の一෦
中止が連ଓしまし
た．しかし会員օ
༷のお力ఴえで代
ସେ会などॳめて

のࢼΈを実施することができँײしています．
԰େݹ໊，છ঱֦େ防止の観点からײ年౓はࠓ
会のԆظが決まりましたが，こうしたಥ発事߲
はޙࠓもଓくと思われます．ظࠓからは෭常務
理事として࣋ؾちをあらため，災害などにڧい
学会ӡӦを目指していく所存です．

地質学は基ૅ研
究を中心にして，
関 連 産 業， ത 物
ؗ， δ Φ ύ ー Ϋ
など෯広さとް
Έを࣋つ分野で
す．そして社会の
࣋ଓ的発展にܽ
かせない存ࡏで

もあります．日本の地質学を代表する学会と
して，ଟくの関܎者とڠ力しつつ，社会に対
してੵۃ的に発ݴし，地質学の重要性を説き，
そのϓϨθϯスを示せる広報活動を行います．

は常務理事をظࠓ
務めさせていたͩ
くことになりまし
た．日本地質学会
は地球科学分野で
は最େ規໛の学会
ですが，ۙ年の会
員਺のݮগにとも
ない，改めて学会

体制・学会活動を見௚す時ظに来ています．限
られた人と予ࢉで，学術研究や社会貢献活動を，
όϥϯス良く，最େ限に発展させていく取り組
Έが必要でしΐう．会௕，෭会௕のԼ，ඍ力な
がらࣥ行理事会の調੔໾としてお໾に立てれ
͹と思っております．よΖしくおئいいたしま
す．

2020 年 は ৽ ܕ ί
ϩφの年として
記Աにࠁまれるこ
とになるでしΐ
う．ίϩφՒで野
֎調査が実施しに
くいঢ়گにありま
すが，自વ災害は
଴っていてはくれ

ません．地਒やՐࢁ，༷ʑなؾ象災害に対ॲす
るためにも，そのϕースとなる地質学の学術的
な発展がܽかせません．会員αーϏスのߋなる
向上を図り，地質学会のΞΫテΟϏテΟを੝り
上͛，学会のӡӦࡒ੓にد与していきたいとߟ
えています．

前ظに引ଓき，ඍ
力ながら෭会௕を
務めさせていたͩ
きます．地質学会
の目的は，研究成
果の公表，知識と
情報のڞ༗，֎෦
機関との連携によ
り地質学の進歩と

普及を図り，学術のৼڵと社会の発展にد与・
貢献することです．会員一人ͻとりの活動が，
学会活動を੝り上͛ることにつながります．会
員਺ݮগ，予ݮࢉなど༷ʑな՝題がありますが，
学会活動を活性Խさせるために，օさまとڞに
ӡӦを進めていきたいと思います．

学会૑立 125 周年
のେきなઅ目を過
は，先୺ޙࠓ，͗
の学術活動を通
͡て，社会的にも
必要な地質学の普
及，༷ʑな֊૚に
わたる学会員なら
びに一般の方ʑへ

の地質学の理解と普及が重要とߟえています．
そのための基ૅとなる学会のӡӦに携わって
いきたいと存͡ます．۩体的には会員に活用さ
れるΞ΢τϓοτによる会員ຬ଍౓の向上の
結果としての会員਺ݮগ཈制と将来の会員ݮ
গにも対応できる学会会計の改善に取り組Έ
ます．

この౓，広報担౰
ࣥ行理事になっ
た小ٶです．地質
学は地球科学の
基 ൫ を な し， ܥ
֎࿭੕や࿭੕୳
査からੜ໋地球
進Խ， 防災・資源・
環境分野まで広

い੄野を࣋ち，一次記ࡌのΈならず֩心的デー
タを提供することで༷ʑな分野で貢献してき
ました．そのັ力ある地質学を次の世代に఻
え，ଟくの分野と連携することで，これまで
以上に活発な学会となるようਚ力したいと思
います．

副会長：佐々木和彦（応用地質㈱）

副常務理事：岡田　誠（茨城大）

広報部会：坂口有人（山口大）

常務理事：中澤　努（産総研）

運営財政部会：亀高正男（㈱ダイヤコンサルタント）

副会長：平田大二（神奈川県博）

運営財政部会：緒方信一（中央開発㈱）

広報部会：小宮　剛（東京大）

任2020：ظ 年̑月 23 日から
　　　2022 年総会まで

2020年度
新執行理事
紹介
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は行事担౰とظࠓ
して学会ӡӦを支
え ま す．2010 年
から̎̐ظ年にわ
たって行事を担౰
しましたが，それ
以ޙに会員਺ݮগ
や学会ࡒ੓ѱԽな
ど学会を取りרく

ঢ়گは厳しさを૿しており，現ࡏのঢ়گに適し
た行事ӡӦを໛ࡧする必要があります．さらに
છ঱にも஫ײίϩφܕし͹らくのؒは৽ޙࠓ
ҙしなけれ͹なりません．学会活動の基࣠はԿ
とݴっても学術ですので，৽しいߟえ方と方法
を適宜取りೖれた行事ӡӦによって学術発展
に全力で取り組Έます．

これまで，広報෦
会，地質災害ҕ員
会，防災学術連携
体等担౰してきま
したが，ࠓճ社会
貢献෦会を担౰さ
せて௖くことにな
りました．ࠓࡢ，
世の中の情勢が不

安定になる中で，これまで以上に地質学が社会
に貢献できることがଟくなるとߟえておりま
す．一ੜ໋ݒ務めさせて௖きます．

ࠓ ظ か ら *TMBOE 
"SD 担౰のࣥ行理
事を務めさせてい
たͩきます．地質
学の発展と普及を
目指す日本地質学
会にとって，学術
的研究活動の活性
Խは最重要の՝題

です．学会の国際ࢽである *TMBOE "SD は౤ߘ
਺がগないという問題を๊えています．ฤूҕ
員௕としても，査ಡϓϩηスのਝ଎Խと国際的
認知౓の向上をҙ識し，*TMBOE "SD が会員のօ
༷の成果公表の場としてબ͹れるよう努力し
ます．よΖしくおئいします．

日本地質学会は
125 年 以 上， 地
質分野に関܎す
る国಺の学術的
な活動を中心に
༷ʑな実績をڍ
͛てきました．ࠓ
も国಺活動をޙ
ϕースに発展し

て行くと思いますが，άϩーόϧな視点やւ
֎の組織とのつながりがますます重要視され
ます．その動向をഎܠに，ࢲはࣥ行理事とし
て日本地質学会の国際交流をさらにڧԽする
とともに，ࠓまで෭会௕・*TMBOE "SD のฤࢽ
ूҕ員௕などのݧܦをੜかして，学会のӡӦ
にも貢献していきたいと思います．

よりॳめてࣥظࠓ
行理事会にࢀ加さ
せていたͩくこと
になり，社会貢献
෦会の地学教育を
担౰することとな
りました．ۙ年，
自વ災害，ީؾม
動，環境問題が஫

目されるようになり，防災・環境教育に果たす
地質学の໾ׂはますます重要となっています．
これまでのେ学ത物ؗでの教育・普及活動ݧܦ
をੜかして，地質学会の発展と੄野の֦େに貢
献したいと思いますので，よΖしくおئいいた
します．

前ظに引きଓき
࠶ ౓ 2 年 ؒ， 地
質学ࢽࡶの担౰を
させていたͩきま
す．ここ 1 ʙ 2 年
は 125 周年特ू߸
のߘݪにॿけられ
ていますが，本ࢽ
への౤ߘݪߘ਺は

の࿨文学術ࢽগ傾向にあります．一 方，本ݮ
としての重要性はมわっておらず，ඇ会員のࢽ
方ʑからଟ༷なࡌܝߘݪへのظ଴がدせられ
ることもあります．こういったঢ়گの中で，地
質学ࢽࡶをどのようなܗでҡ࣋・発展させてい
くか．օさまと一ॹにߟえながら活動してࢀり
ます．どうぞよΖしくおئい申し上͛ます．

この౓，৽理事と
して社会貢献෦会
のੜ֔学श関܎を
担౰することとな
り ま し た． 学 会
員のօさんが行っ
ている༷ʑな学術
活動の成果や知見
を広く社会にؐݩ

し，地質学のັ力を఻えるため，ത物ؗ等と連
携して，༷ʑな世代を対象とした普及ܒ໤活動
に取り組Έたいと思います．また，その活動を
通͡て，社会における地質学のϓϨθϯス向上
に貢献したいと思います．よΖしくおئいいた
します．

学術研究部会：星　博幸（愛知教育大）

社会貢献部会：松田達生（工学気象研究所）編集出版部会：狩野彰宏（東京大）

学術研究部会：ウォリス サイモン（東京大）

社会貢献部会：高嶋礼詩（東北大）

編集出版部会：大藤　茂（富山大）

社会貢献部会：矢部　淳（国立科学博）

2020年執行理事：紹介

研究成果を公表す
ることで先人らが
ੵΈ上͛てきた知
識体ܥのなかに৽
知見が組Έࠐま
れ，それが研究࢙
の一෦となって科
学をະ来へ進Խさ
せます．その質と

スϐーυ重視の傾向は知識体ܥのٸ଎な進Խ
と相ิ的な関܎にあり，信頼性の担保された学
術情報のڞ༗が地質学の発展をޙ押ししてい
ます．学քの加଎Խに対応できる現໾世代の活
性Խ，世քに信頼される次世代育成など，学術
研究෦会の໾ׂを果たしたいと思います．

学術研究部会：辻森　樹（東北大）
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教員・৬員公ื等の求人χϡ
ースߘݪにつきましては，࠾
用結果をお知らせいたͩけま
すようおئいகします．

ެื

৽ׁ大学֐ࡂɾ෮ڵ科学研究所
教һެื

所属：災害ŋ෮ڵ科学研究所
担౰学෦・研究科：େ学Ӄ自વ科学研究科
担౰予定科目：େ学Ӄ：自વ災害科学・防災
学に関わる専門科目など
৬໊・人員：教त1໊
用予定日：ྩ࿨2年10月1日以߱のなる΂く࠾
ૣい時ظ
৬務಺༰：	1
自વ災害科学・防災学に関連す
る自વ科学的手法に基づく研究を研究所の現
員教員とڞ同してਪ進する．	2
େ学Ӄ自વ科
学研究科において，自વ災害科学・防災学に
関わる教育研究に取り組む．	3
研究所のӡӦ
にओ体的に取り組む．
応ื資格：	1
ത࢜の学位を༗すること．	2
 
自વ災害科学・防災学およびこれに関܎する
研究分野において༏れた研究実績を༗するこ
と．	3
上記৬務಺༰に関して研究所の教員と
引する能力と೤ҙがあݗ力して教育研究をڠ
ること．
Ԡืక੾：ྩ࿨�೥�݄��೔ʢ݄ʣ���࣌ඞண
問合せ先：
˟950�2181৽ׁࢢ੢۠ेޒཛྷ2のொ8050൪地
৽ׁେ学災害・෮ڵ科学研究所 教त ๼෦ްࢤ
ి ࿩：025�262�7057，&�NBJM：VSBCF!
HT.OJJHBUB�V.BD.KQ
その他：
1）৽ܕίϩφ΢Πϧスײછ঱の流行により，
໘઀方法およびண任時ظは，ީิ者とڠ議の
上，มߋすることがあります．
2）国੶は問わないが，日常的に日本ޠを࢖
えることが๬ましい．
3）৽ׁେ学では，உঁڞ同ࢀ画ࣨをઃஔし
て，உঁڞ同ࢀ画をਪ進しており，業績（研
究，教育，社会貢献΄か）が同等であれ͹，
ঁ性研究者を༏先的に࠾用します
4）災害・෮ڵ科学研究所は，ʮม༰かつܹԽ
する自વ災害に対して適応能力がߴいڧਟ

（ϨδϦΤϯτ）な社会をߏஙするʠ%JTBTUFS 
3FTJMJFOU 4PDJFUZ の૑ੜʡʯを目指した研究を
ਪ進しています．また，৽ׁେ学が͛ܝる

ʮ日本ւଆϥΠϯおよび環౦ΞδΞにおける
災害・෮ڵ科学の研ڌ点Խʯを目指し，国಺
֎の研究機関と連携した取り組Έやڞ同研究
をਫ਼力的にਪ進しています．
応ื৆類等公ืのৄࡉは，ϗームϖーδをࢀ
রしてԼさい．
IUUQ���XXX.OIES.OJJHBUB�V.BD.KQ�JOEFY.IUNM

日本地質学会にدせられ
たީิ者のืू・ਪન依
頼等を͝案಺கします．

֤৆ɾ
ॿ੒ڀݚ

ୈ��ճ東Ϩ科学ٕ術৆͓Αͼ
東Ϩ科学ٕ術研究ॿ੒ͷ

ީิऀਪન

̍．౦ϨՊֶٕज़৆
ީิ者の対象 ：	1
 学術上の業績がݦஶな方
	2
 学術上重要な発見をした方	3
 ޮ果がେき
い重要な発明をした方	4
 技術上重要な問題
を解決して，技術の進歩にେきく貢献した方
৆：1݅につき，৆ঢ়，ۚϝμϧおよび৆ۚ
500ສԁ	2݅以಺
 
క切：2020年10月9日	ۚ
必ணʢֶձక੾：�
݄�೔ʣ
̎．౦ϨՊֶٕज़ڀݚॿ੒
ީิ者の対象：国಺の研究機関において自ら
のΞΠデΟΞで๖ժ的研究に従事しており，
かつޙࠓの研究の成果が科学技術の進歩，発
展に貢献するとこΖがେきいとߟえられるए
手研究者（ݪଇとしてਪન時45࠽以Լ）．本
ॿ成が重要な研究අと位ஔづけられ，これに
より申請研究が格ஈに進展するとظ଴される
ことが要݅．
申請の基となった研究がւ֎で行われていて
も差し支えありません．
ॿ成ֹۚ：総ֹ1ԯ3ઍສԁ．1݅3ઍສԁ程౓
まで10݅程౓とします．
క切：2020年10月9日	ۚ
必ணʢֶձక੾：�
݄�೔ʣ
ˎਪનを͝ر๬の方は，上記学会క切までに
ࣥ行理事会Ѽに応ืॻ類をおૹりԼさい．
ˎ֤ਪનॻ要ࢫは，ϗームϖーδからもμ΢
ϯϩーυできます．
IUUQ���XXX.UPSBZ�TG.PS.KQ
問い合わせ先
公益ࡒ団法人౦Ϩ科学ৼڵ会
˟103�0021
౦ژ౎中ԝ۠日本ڮ本ੴொ3ஸ目3൪16߸（日
本ࣨڮொϏϧ）
5FM： 	03
6262�1655　'BY：	03
6262�1901
IUUQ���XXX.UPSBZ�TG.PS.KQ

2020年౓
ʮୈ��ճԐڮ৆ʯื集

　ঁ性科学者に明るいະ来をの会は，h ঁ性
科学者のおかれているঢ়گの҉さの中に，一
৚のޫを౤͡，いくらかでも൴ঁらをྭまし，
自વ科学の発展に貢献できるように支ԉす
るʱというئいをこめ，1980年に૑立されま
した．この૑立のझࢫを継承し，౰会は，こ

れまで自વ科学の分野で，༏れた研究業績を
ऩめているঁ性科学者に，ຖ年，৆	Ԑڮ৆

をଃఄしてまいりました．
対象：ਪનక切日に50࠽ະຬで，૑立のझࢫ
にԊって自વ科学の分野で༏れた研究業績を
ऩめているঁ性科学者（たͩし，日本にࡏ
も国಺でए手の育成にޙࠓ৬で，かつࡏ・ॅ
貢献できる人）
表জ಺༰：৆ঢ়，෭৆として৆ۚ30ສԁ，1
݅（1໊）
応ื方法：

ʲਪનॻ類の࡞成ʳਪનॻは，౰会のϗーム
ϖーδ　IUUQ���XXX.TBSVIBTIJ.OFU�　からμ
΢ϯϩーυしたϫーυϑΝΠϧに記ೖした
．で保存してくͩさいࣜܗ'%1，ޙ

ʲ記ೖ事߲  r  
ᶃਪન者（個人・団体，自નも可），受৆ީ
ิ者のུྺ
ᶄਪન対象となる研究題目
ᶅਪન理由（"4記ೖ用1ࢴϖーδにऩまるこ
と）
ᶆओな業績Ϧスτ（指定は̍ท．やむを得な
い場合でも௥加は1ทまで．）

ʲఴ付資ྉʳओな論文別̑࡮ฤ以಺．ఴ付資
ྉは1%'ϑΝΠϧで࡞成してԼさい．

ʲૹ付先ʳTBSVIBTIJ2020!TBSVIBTIJ.OFU
ਪનॻ（1%'ϑΝΠϧ）にはύスϫーυを付
け，ఴ付資ྉの1%'ϑΝΠϧと一ॹにૹ付し
てくͩさい．ਪનॻのύスϫーυは別ૹ付し
てくͩさい．
క੾：����೥��݄��೔ʢඞணʣ
˞ֶձਪનΛر๬すΔ৔合は，��݄̒೔ʢۚʣ
まͰに応ืॻ類を੔えて，学会事務ہまで͝
連བྷくͩさい．
ৄ し く は， ϗ ー ム ϖ ー δIUUQ���XXX.
TBSVIBTIJ.OFU�をࢀরしてԼさい．
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ϚάϚͷ発๐ͱ݁থԽ

ಪؙರࢤ ஶ

東京大学出版会，2019年3月8日発行，
A5版，493ページ，定価：8,400円+税，
ISBN 978-4-13-066712-8

　本ॻは，これらの3つの要ૉをॆ実させな
がら，Րࢁ෾ग़物に記録されているϚάϚの
発๐と結থԽのૉ過程を，平ߧ論とඇ平ߧ論
の̎つの物質科学的視点からแׅ的に解説
し，ࣜの導ग़やഎޙの基本的物理にいたるま
で，分かりやすい文体でஸೡにৄड़してい
る．本ॻがどのような目的でॻかれたのか，
いかなる޻෉・ߏ成で分かりやすさと正確さ
を図ったのかは，そのʮまえがきʯに明確に
まとめられている．ଓくୈ1ষでは，研究の
動機付けが，෾ՐのਪҠや෾ग़物の組織を実
ྫとして͛ڍながらड़΂られている．ୈ2ষ
からୈ6ষでは，ϚάϚの発๐についてৄし
くड़΂られており，発๐する৚݅とؾ๐ܗ成
の࢓組Έ・時ؒ発展が解説されている．ୈ7
ষからୈ9ষでは，ϚάϚの結থԽについて，
結থԽがྫྷ٫や発๐とともにどのように進む
のか，またその結果どのような組織（$4%, 
$SZTUBM 4J[F %JTUSJCVUJPO）が現れるのかが
ड़΂られている．ୈ10ষでは，これらの基ૅ
的知見の応用として，発๐と結থԽから୳る
෾Ր現象のྫがड़΂られている．ଓく付録に
は，9߲目の基ૅ的事߲や（あるҙ味で）
UJQTが解説されている．
　以上の಺༰・ߏ成は，ՐࢁやՐࢁ現象を対
象とする研究者や学ੜにとって，େม頼りが
いのあるものである．その点で，本ॻはٙい
なくʮ専門ॻʯͩが，ޙでड़΂るように専門
֎のಡ者にとっても実用的である．෾Ր現象
のμΠφϛΫスや෾ग़物の産ঢ়・組織解ੳ，
Րࢁ体のߏ造や進Խ，ਂ෦でのϚάϚの性質
や上ঢ過程などをߟえる上で，広く໾立つも
のである．まえがきにあるように，これらの
෯広い現象や物質解ੳと，本ॻの಺༰がどの
ように۩体的につながるかは，分ްい本ॻを
もってしてもスϖースがなく，さらなる解説
がظ଴される．
　それぞれのষの๯頭あるいは必要なՕ所で
は，֓念・基ૅ事߲に加え，その分野やτϐ
οΫについてのϨϏϡーが๛෋である．ॳ学
者にも研究の流れがわかるように，ݹい文献
に૎り，そのτϐοΫについての発展や問題
点がわかるように޻෉されている．また，ਵ
所にઃけられたଟ਺の基ૅ事߲解説・ิ଍説
明としてのʮғΈʯや，9અにおよͿ付録が，
ଟ਺の引用文献とともにॳ学者から専門֎の
ಡ者もେいにॿけるであΖう．ғΈは，それ
自਎で׬結しており，またಡΈ物෩にॻかれ
ている෦分もあり，ॱにरいಡΈするͩけで
も໘നい．
　文体は؆ܿかつ規ଇ的であるため，どこに
Կがॻいてあるかを予測しやすい．あること
がらを切りग़して知りたいと思った時のॿけ
になり，ஶ者の本来のҙ図とはҟなるにҧい
ないが，ಡ者が必要としている事߲につい
て，あたかも事యのようなࢀরの࢓方も可能
である．त業・ٛߨやϓϨθϯ等において，
Րࢁ෾Րに関わる用ޠや֓念を説明する上で
も༗用であり，Ծにࣜを௥わずとも，その֓
念や論理の流れがわかるという点で，専門֎
のಡ者にも༗用であΖう．

　Րࢁ෾Րは，μΠφϛοΫでଟ༷な自વ現
象として科学者のڵ味をڧくͻきつける．ڊ
େな෾Րは，Ϛάχνϡーυ9の地਒の1000
ഒۙいΤωϧΪーを์ग़しうる文ࣈ通りܻҧ
いにܹしいม動現象であり，表૚環境への影
響もଟେである．෾Րの࢓組Έの理解は，ݮ
災・防災に資する科学的基ૅとなり，社会活
動に௚結するという点で，ଟ༷なϦϯΫとҙ
ٛをもつ研究対象といえよう．
　では，Րࢁ෾Րの࢓組Έの理解はどこまで
進んでいる，あるいは଍りないのであΖう
かʁ本ॻは，この問いに真っ௚͙取り組んͩ
େஶである．このʮ真っ௚͙ʯという表現に
は，本ॻを特௃づけるいくつかの要ૉが含ま
れている．ୈ一にʮ分ްいʯ：493ϖーδ，
856 Hあり，ฆれのないようにできる限りৄ
しくॻかれている．ୈೋにʮシϯϓϧʯであ
る：෾Ր現象の本質を2点にߜり（すなわち，
ϚάϚの発๐と結থԽ），分かりやすいߏ成
のもとに，それらをできる限り基ૅから説明
している．ୈࡾにʮ定ྔ的ʯである：211の
図と1247（�）の਺ࣜを用いて，෾Րにかか
わる現象を，それをੜΈग़す物理ʵԽ学過程
にそって定ྔ的・۩体的に記ड़している（し
かし，ޙでड़΂るように，਺ࣜを௥わなくて
も重要な֓念や論理の流れがわかるよう޻෉
されている）．

　ஶ者のಪؙࢯは，େ学Ӄ時代には，Ϛϯτ
ϧにおけるϚάϚのੜ成過程をք໘ΤωϧΪ
ーにண目して研究し，そのޙ，（実際のϚά
Ϛがそうであるように）研究対象をॱ次上方
にҠ動させながら，ϚάϚの発ੜから上ঢ・
෾Րにࢸる過程を，一؏して研究してこられ
た．実は，ϚϯτϧのϚάϚ過程を対象とし
ていた科学者が，研究対象を෾Ր現象にҠす
ことはرではないように思う（ٯに，෾Ր現
象を研究していた科学者が，その対象をਂ෦
にҠしたྫを，ࢲは存͡上͛ない）．ಪؙࢯ
もその先ۦけの一人であるが，ਂ෦のϚάϚ
過程を研究しଓけているࢲにとっては，やや
ऐしいײはある．Րࢁ෾Րは，μΠφϛοΫ
でଟ༷な自વ現象として科学者のڵ味をڧく
ͻきつけるのである．
　なお，ओ要目次とまえがきは，౦ژେ学ग़
൛会のԼ記αΠτでΈられる：
IUUQ���XXX.VUQ.PS.KQ�CPPL�C427563.IUNM
および
IUUQ���XXX.VUQ.PS.KQ�GJMFT�UFYUTBNQMF� 
9784130667128.QEG

（ޫ　৿ؠ）

紹　介

౔࠭ಈଶ学ʵ山͔Βਂւఈ·Ͱ
ͷྲྀ࠭ɾඬ࠭ɾ生ଶܥʵ

松ౡ࿱ࢤɾ੒੉　ݩɾԣ川ඒ和編ஶ
東　ྑܚɾࠓઘจणɾ佐々ਅࢤɾ

田ౡ๕ຬɾ知Ֆ෢Ղஶ

共立出版，2020年5月29日発行，B5判，
312ページ，定価 3,500円+税，
ISBN：978-4-320-04735-8

　本ॻは，᛽や࠭，೪౔などのະݻ結ଯੵ物
の動ଶについて，その基ૅ的な性質からࢁ地
やՏ઒，ւ඿，ւ底ઔঢ়地などの֤地ܗ領Ҭ
におけるৼる෣いを地質学・ଯੵ学・地൫޻
学など，分野ԣஅ的に解説したۃめてັ力的
な教科ॻである．ʮ౔࠭動ଶ学ʯはฉき׳れ
な い ݴ ༿ で あ る が，ʮTFEJNFOU EZOBNJDTʯ
のことである．特にʮ౔࠭ʯという用ޠにつ
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いては地質学を学んͩ者にはややҧ࿨ײを覚
えるが，ʮそのざっくりさがݻ体ঢ়ଶから流
動ঢ়ଶまで扱う本ॻに最も適しているʯとし
てฤஶ者・ஶ者らがうまく౰てはめた（本ॻ 
ίϥム2.1）．զʑにな͡Έਂいݴ༿でいえ͹，

ʮ۵ࡅ物による地૚・地ܗܗ成のϓϩηスに
ついての基ૅから最৽の知見までʯをわかり
やすく঺հしている．
　本ॻのߏ成は，1．֓論：ࢁからւへの౔
࠭のҠ動と地2，ܗ．ଯੵ౔࠭の基ૅ的性質，
3．౔࠭のҠ動とϕουϑΥーム・ଯੵߏ造，
地における౔࠭ੜ産と౔࠭Ҡ動，5．Տࢁ．4
઒流Ҭの地質とՏচߏ造・ੜଶ6，ܥ．ԭੵ
Տ઒の౔࠭ऩ支，7．ׁׯ・࠭඿のੜଶ地൫
学，8．Ԋ؛Ҭにおける౔࠭のҠ動とւ඿ม
．μΠφϛΫス，10ܥ地൫のଟ相؛Ԋ．9，ܗ
ւ底ઔঢ়地と౔࠭重力流となっている．1ʙ3
ষは地ܗやଯੵ物そのものの特性やϕουϑ
Υーム・ଯੵߏ造が๛෋な図や਺ࣜで֓説さ
れる．4ʙ10ষは֤環境におけるଯੵ物のμ
ΠφϛΫスが঺հされ，個別の事象について
理解をਂめることができる．
　1ষでは，本ॻで取り扱う地ܗやそこでى
こる現象の֓論，そしてଯੵ物の源となる日
本ྻౡの地体ߏ造やؠੴの特௃についてまと
められており，4ʙ10ষへの導ೖとなってい
る．2ষは本ॻで取り扱うʮ౔࠭ʯの基本的
性質や用ޠの定ٛについてまとめている．こ
こで地質学ではແ視されがちなਫやۭؾ，ཻ
．からなるʮ౔࠭ʯの定ٛが説明されるࢠ
個ʑのཻࢠに関しては，地質学でもな͡Έの
ਂいཻܗࢠঢ়の΄か，߶性や破ڧࡅ౓，ຎࡲ
のӡ動法ଇについてまとめられてࢠ਺やཻ܎
いる一方，ू団としての性質であるؒܺ཰や
透ਫ܎਺，またѹॖやせんஅなどに関しても
図やࣜを๛෋に用いて解説される．3ষはϕ
ουϑΥームやଯੵߏ造のܗ成に関わる基ૅ
が説明される．ฤஶ者であるԣ઒ࢯ・成੉ࢯ
の専門とされる領Ҭであり，最৽の研究成果
も取りೖれられつつわかりやすくまとめられ
ている．最৽の成果としてϑϧーυ਺，シー
ϧζ਺，ແ次ܘཻݩの3つのύϥϝータを用
いて，༷ʑなϕουϑΥームの安定領Ҭが៉
ྷに分類されるというϑΣーζμΠΞάϥム
や，αΠΫϦοΫステοϓとݺ͹れるϕου
ϑΥームの࢒すଯੵߏ造の঺հなどは，露頭
での地૚の観࡯をよりָしくしてくれる情報
である．
　֤環境におけるଯੵ物のμΠφϛΫスを঺
հする4ʙ10ষのうち，4ʙ9ষは౔໦・地൫
学的視点からの解説からなる．4ষは౔࠭޻
ੜ産の場であるࢁ地におけるμΠφϛΫスに
ついて，่壊や地す΂り，౔ੴ流の発ੜなど
の発ੜϝΧχζムとこれらのͻきおこす౔࠭
災害についても৮れている．5，6ষはՏ઒の
֤地۠ܗ分におけるଯੵ体やଯੵ物の性質や
౔࠭ऩ支，ੜଶܥなどについてまとめられて
いる．5ষではՏ઒全般の特௃について地質
的な特௃も踏まえた֓説がなされるのに対
し，6ষでは۩体的なՏ઒をあ͛，その౔࠭
ऩ支について特に人ؒ活動との関わりについ

てड़΂られる．7ʙ9ষは，ׁׯ，࠭඿，Ԋ؛
ҬにおけるμΠφϛΫスについて，地൫環境
とੜଶܥ，೾࿘と౔࠭Ҡ動，ӷঢ়Խや不๞࿨
地൫の特௃，そして10ষにもつながるւ底ӷ
ঢ়Խ重力流について解説される．これらの಺
༰は地質学を学Ϳものにとっては目৽しいも
のもଟく，ੋඇ一ಡをおקめする．10ষのւ
底ઔঢ়地と౔࠭重力流は，この分野のୈ一ઢ
で活༂されている成੉ࢯによってまとめられ
ている．本ষでは，ւ底ઔঢ়地の研究࢙から
౔࠭重力流（ଯੵ物重力流ʀࠞ୙流やਫ中౔
ੴ流）の特௃やߏ造，ଯੵ相，そして਺値Ϟ
デϧまで最৽の研究成果を踏まえてஸೡに解
説されており，ଟくの文献からなんとなく理
解していた（と思っていたʁ（঺հ者））こ
れらの಺༰全般の෮शにも໾立つ．
　本ॻはଯੵ物の動ଶについて໢ཏ的かつқ
しくॻかれており，地質学，ଯੵ学，そして
౔໦・地൫޻学分野のॳ学者にもקめられ
る．ฤஶ者である成੉ࢯ・ԣ઒ࢯらは，この
ようなଯੵ物の動ଶに関して地質学・ଯੵ学
の視点から記ड़されており（1，3，10ষ），
地質学を専門とされるಡ者もとりつきやす
い．特にଯੵ学について学Ϳ学ੜにとっては
必携のॻであるとݴえよう．

（ੴݪ༩࢛࿠）

03+06_ِ೛ě࡞Д.indd   5 2020/06/24   9:30



8 日本地質学会News　23（̒）

03+06_ِ೛ě࡞Д.indd   6 2020/06/24   9:30



9日本地質学会News　23（̒）

部コʔφʔࢧ
ˑؔ東ࢧ部

報ࠂ

ˑؔ東ࢧ部

͓知Βͤ

2020年౓ؔ東ࢧ部総会 ॻ໘会ٞٞ事࿥

　5月26日，দӜ一थ議௕のもとで，ΦϯϥΠϯによる支෦総
会ॻ໘会議に関する৹議が行われた．
　࢝めに議௕は定଍਺の確認を行った．2020年4月1日現ࡏの関
౦支෦会員਺は1,453人，定଍਺はその1�20以上で73人である．
౤ථకめ切り5月23日現ࡏ，議決権行࢖ॻ48通，ҕ任ঢ়57通（議
場ҕ任50通，議௕ҕ任7通）合計105通であった．議௕は支෦総
会が成立しているࢫએݴし，Լ記の֤議事のू計を確認した．
ୈ1߸議案（本ॻ໘総会の議௕をদӜ一थ会員とすることにつ
いて）
成：48ථ　反対：0ථ　保ཹ：0ථࢍ　
ୈ2߸議案（2020ʙ21年౓関౦支෦װ事બڍ結果について）
成：48ථ　反対：0ථ　保ཹ：0ථࢍ　
ୈ3߸議案（2019年౓活動報告について）
成：48ථ　反対：0ථ　保ཹ：0ථࢍ　
ୈ4߸議案（2019年౓決ࢉ報告について）
成：48ථ　反対：0ථ　保ཹ：0ථࢍ　
ୈ5߸議案（2020年౓活動予定について）
成：47ථ　反対：0ථ　保ཹ：1ථࢍ　
ୈ6߸議案（2020年౓予ࢉ案について）
成：47ථ　反対：0ථ　保ཹ：1ථࢍ　

　会員からدせられたओなҙ見はԼ記の通りであった．
 ・ ৽ܕίϩφ΢Πϧス対応をしながら支෦活動を行うには，従

来とはҟなる開࠵方法などを検討する必要があると思いま
す．議案ॻからは，৽ܕίϩφ΢Πϧス対応をߟ慮した৽し
いੜ活༷ࣜを取りೖれた活動方਑がಡΈ取れなかったので，
保ཹとしました．シϯϙδ΢ムの8FC開࠵などは，支෦をӽ
えてࢀ加者がืれるなど，支෦活動のࡏり方をมえるような
活動に発展できるのではないかと思います．৽しい学会活動，
支෦活動のࡏり方を一ॹにߟえていけれ͹とߟえています．

 ・ 予ࢉ総ֹがࡢ年౓とࠓ年౓でେきくҟなることがؾになった
のですが，Πϕϯτの਺がݮগしたことがେきいことがわか
り，ࠓ年౓に関してはやむなしと思いました．また，ࡢ年౓
の८検が中止になったものが൒਺	2�4
になったこともؾにな
った点で，自વを対象とするものͩけに，自વの影響をڧく
受けることを͡ײました．

 ・ ϚΠφス計上分をもうগし཈える΂きͩとߟえます．
 ・ (PPHMFΞϯέーτ，良いですね．ָؾにฦ信できそうです．
 ・ $07*%�19ऴଉޙのϑΟーϧυτϦοϓ等の野֎活動が正常

に໭ることをظ଴しております．

　議௕は全ての議案が承認されたことを確認した．よって，৹
議をऴ了し，議௕はด会をએݴした．
　以上，決議を明確にするためこの議事録を࡞成し，これに記
໊する．

2020年౓関౦支෦総会 
総会議௕　দӜ一थ

関౦支෦װ事௕　ּؒ༑ത

2020年౓ɼ202�年౓ؔ東ࢧ部װ事会ମ੍

৽װ事会体制は以Լのようになりました．よΖしくおئいいた
します．
支෦௕：向ࢁ ӫ（国際ߤ業ࣜג会社）
事௕：ּؒ ༑ത（ശࠜδΦϛϡーδΞム）װ
小ా，（会社ࣜג઒࡚地質）Ҫ 良༞ߥ：事（あいうえおॱ） װ

加౻ ܿ（ۨᖒେ学 総合，（Թઘ地学研究所ݝਆಸ઒）ܒ ݪ
教育研究෦），ؙۚ ཾ෉（日本େ学文理学෦地球科学科），
໦ଜ ࠀ己（公益ࡒ団法人 ਂా地質研究所），小দݪ ७ࢠ（国
立研究開発法人 産業技術総合研究所），ᖒా େؽ（ੴ༉資源
開発ࣜג会社），Լߞ זଠ（ࣜג会社μΠϠίϯαϧタϯ
τ），୨੉ ॆ࢙（ࣜג会社地ݍ総合ίϯαϧタϯτ），ాଜ 
෌ా 一෉（日మ߭ίϯαϧタϯ，（学෦ࡁܦ 中ԝେ学）ࢠࢳ
τࣜג会社），ኍ୩ ึࢤ（ΞδΞߤ測ࣜג会社），方ҧ 重࣏

（国౔防災技術ࣜג会社），ࠜࡉ ਗ਼࣏，ࡉ໼ ୎ࢤ（中ԝ開発
೶業େ学 地Ҭ環境科学෦ 地Ҭژ会社），本ా ঘ正（౦ࣜג
૑成科学科），ࢁ本 ৳次（ԣ඿国立େ学େ学Ӄ 環境情報研究
Ӄ），ถᖒ 正߂（ौ୩教育学Ԃນு中学ߴ・ߍ等学ߍ）

以上20໊

஍਒Րࢁ஍࣭͜Ͳ΋αϚʔεΫʔϧઙؒࢁͰͷ։࠵
Ԇظʹ͍ͭͯ

　ୈ21ճ地਒Րࢁ地質αϚースΫーϧは，2020年8月開࠵
をԆظすることになりました．৽ܕίϩφ΢Οϧスのײછ
֦େを受け，開ؒظ࠵中の安全確保の検討が不可ܽとなっ
たこと，αϚースΫーϧ開࠵時ظにࢠどもたちがࢀ加可能
なঢ়گにあるか不明であること，αϚースΫーϧ開࠵時ظ
にେ学や研究所などでۈ務しているࢣߨやスタοϑのࢀ加
がࠔ೉なঢ়گになったことなどから，開࠵地であるઙؒࢁ
๺࿢δΦύーΫ事務ہとڠ議し，Ԇ2021）ظ年8月ࠒを予
定）を決定しました．
IUUQT���LPEPNPTT.KQ�

஍਒Րࢁ஍࣭͜ͲもαϚʔスΫʔルは，
 ・  研究の最前ઢにいる専門家が，こどもの視点にまでԼ

りて，地਒Րࢁ地質現象のしくΈ・本質を௚઀ޠる．
 ・  災害ͩけでなく，災害と不可分の関܎にある自વのେ

きなܙΈを఻える．
の2つの目的のために，日本地਒学会と日本Րࢁ学会が中
心となって，1999年からՆٳΈに全国֤地で開࠵していま
す．2011年からは日本地質学会も加わって実施しています．
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໊༪ձһ　大ീ໦ن෉さΜΛࣱͿ

　本会໊༪会員のେീ໦規෉さんは，ྩ࿨2年2月27日のே，ٸ
੦されました．前日のਂ໷まで࢓事をされていたとのことです．
．でした．心よりѩౣのҙを表しますࡀ年87ڗ
　େീ໦さんは，1932年（ত࿨7年）に௕࡚ࢢでおੜまれにな
られ，1958年3月に広ౡେ学理学෦地学科をଔ業，1963年3月に
同େ学Ӄをम了され，1964年3月にʮѪඤࠤݝʑ連߭ࢁのࡾ೾
઒結থยؠଳのߏ造ؠੴ学的研究ʯにより理学ത࢜の学位を取
得されました．同年4月には，科学技術ி国立防災科学技術η
ϯター 	現ࡏの国立研究開発法人防災科学技術研究所
にೖ所さ
れ，以1992，ޙ年に定年ୀ৬されるまで，同研究所において，
ओとしてࣼ໘災害の研究に取り組まれました．ୀ৬ޙは，同研
究所で客員研究員として研究を継ଓされながら，公益ࡒ団法人
ਂా地質研究所の理事にもब任され，͝活༂されました．
　େീ໦さんの研究業績としてまず͛ڍなけれ͹ならないの
は，防災科学技術研究所からग़൛された，5ສ分の1スέーϧで
日本全国をΧόーするʮ地す΂り地ܗ分෍図ʯの࡞成ͩと思い
ます．1981年にڞ同研究者らと開࢝された本研究は，同一スέ
ーϧ，同一基४，同一ਫ਼౓，同一ຌྫによる日本で།一の地す
΂り地ܗ分෍図を࡞り上͛るという૖େなϓϩδΣΫτで，30
年以上の年月をかけて׬成されました．この成果は，地す΂り
研究者，防災関܎の研究所，੓෎機関，地方自࣏体などで広く
利活用されています．
　େീ໦さんはେ学・େ学Ӄで地質学，特にߏ造ؠੴ学を研究
されました．その知識やݧܦを活かし，地す΂りの研究に携わ
るようになってからは，ಠ自にʮ地す΂りߏ造ʯという֓念を
つくられました．この，ややந象的な֓念は，ࢲなりに解ऍす
ると，地す΂りという現象によってつくられる地ܗや地質ߏ造
は，地す΂りの発ୡ過程に応͡て，ۭؒ的に周りのඇ地す΂り
地質体と切り཭してߟえることができるͩけの特௃をもってい
るということなのͩと思います．େീ໦さんが地す΂りの研究
を開࢝されたࠒは，地す΂りの研究といえ͹対޻ࡦの検討とそ
れに必要な安定解ੳの手法の開発にऴ࢝していました．そこに
地ܗ・地質の重要性を؃破し，その研究を導ೖされたޭ績はͻ
͡ΐうにେきなものであったと思います． 2004年にग़൛され
た，日本地す΂り学会のʮ地す΂りに関する地ܗ地質用ޠҕ員

会（େീ໦規෉ҕ員௕）ʯ（ฤ）のʮ地す΂り：地ܗ地質的認識
と用ޠʯは，େീ໦さんのʮ地す΂りߏ造ʯの֓念に基づいて
まとめられているとݴっても過ݴではありません．本ॻは，現
でもࣼ໘防災に携わる地質技術者・防災研究者の必携のॻとࡏ
なっています．
　େീ໦さんは，2012年に地質学会の໊༪会員になられました．
地質学会の໊༪会員は会௕，෭会௕，理事，専門෦会からਪન
し，໊༪会員ਪનҕ員会でબߟされます．େീ໦さんを໊༪会
員に，という機ӡがߴまった時，たまたま応用地質෦会௕ͩっ
た小ౢが，応用地質෦会಺のҙ見を取りまとめਪનしたܦҢが
あります．この時，େീ໦さんの人๬のްさ，特に౰時のए手
地す΂り研究者のؒでେീ໦さんがいかに信頼されているかを
改めて思い知った次ୈです．
　େീ໦さんはେมԹްな性格で，いつでも物੩かに་すよう
にզʑޙഐと議論し，指導してԼさいました．しかし，͝自਎
の研究の࿩となると情೤的で೪りڧく信念を࣋って࿩される姿
がҹ象的でした．小ౢがॳめてେീ໦さんにお会いしたのは
2007年8月にࡾ重࢛ݝ日ࢢࢢで開࠵された日本地す΂り学会研
究発表会のޙに，༗ࢤによって行われたٶ઒८検の時でした．
地す΂りの研究を࢝めた͹かりのॳ学者であった小ౢに，େീ
໦さんは，ʮ地す΂りの見方ʯを野֎でஸೡに教えてԼさいま
した．思え͹あの時すでにେീ໦さんは70代൒͹ͩったのです
が，そんなお年にはΈえず，ٶ઒流Ҭのٸफ़な地す΂り地をݩ
，にొりԼりされる姿が๨れられません．また，この८検はؾ
৸するというૈ野ڕࡶ加者全員で自ਬしࢀ小԰を1౩आりてࢁ
なものでしたが，େീ໦さんはݏなإ一つせず，むしΖそんな
งғؾをָしんでおられるようでした．େീ໦さんには，その
うことになりました．実は，๢くなられたޤԿ౓も教えを，ޙ
2िؒޙにも，つく͹でお会いし，日本のϥテϥϧスϓϨου
地す΂りについて，これまでのେീ໦さんの研究成果を঺հܕ
していたͩく約ଋをしていました．そんなঢ়ͩگったので，େ
ീ໦さんٸ੦の知らせには，本౰にڻきました．
　໦ଜがେീ໦さんを知ることになったのは20年΄ど前，産総
研時代に஑ా޺先ੜのੴこΖηϛφーで͝教तいたͩいた時か
らです．େീ໦さんが同ηϛφーで̏िにわたって，ถ国ཹ学
時に֤地をճって観࡯された地す΂り地の特௃を情೤的にޠら
れたお姿をついࡢ日の͝とく思いฦすことができます．ஜ೾ࢁ
の؇ࣼ໘ܗ成やՖቋؠ෩Խなどで，େീ໦さんの調査にਵ行す
る機会もありました．େീ໦さんは80代の͝ߴ齢にもかかわら
ずٸなࣼ໘を歩きճられ，露頭をつͿさに観࡯する༷͝ࢠにと
てもײ໏を受けたことを思いग़します．େീ໦さんは，最ۙま
で，広ౡの߽Ӎ災害，୾ৼ౦෦地਒のࣼ໘災害など，ࣼ໘災害
が発ੜした現地にຖ年ग़かけられ，災害の特௃を記ࡌしその地
地質学的要Ҽと災害地の౔地利用を調΂られ，その成果は・ܗ
ਂా地質研究所の年報などに論文としてまとめておられまし
た．それは，ॅຽに正しく防災ҙ識を਎につけてもらうために
は，説明者自਎がࣼ໘災害の現場を観࡯しそのݪҼを正確に理
解することが不可ܽであるという信念がࠜ底にあるからでし
た．ੜ֔現໾として地す΂りの研究を؏き，その普及・指導に
あたって努力をਚくされるその姿勢に，人ੜのࢣとしてྭまさ
れてきた次ୈです．
　最ޙに，զʑ地す΂り研究，地す΂り業務に携わる者は，େ
ീ໦さんが開୓して来られた研究࿏ઢを踏ऻするͩけでなく，
৽たな地す΂り研究の֓念・技術・手法の展開をめざして努力
することがେ切なのͩと思います．それがނ人の遺ࢤを継͙こ
とになるのͩと信͡ています．େീ໦さんの້͝福をおفりい
たします．

（খౢ　ஐɾ໦ଜࠀາ）

追　悼
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ֶ　ձ　ࣄ　ه

����೥౓�
ୈ��ճࣥߦཧࣄձٞࣄ࿥

日：2020年5月7日（໦）17�00ʙ18�40　ظ
場　所：8&#会議
ग़੮ 者：দా会௕・ࠤʑ໦෭会௕・ᜊ౻常

務・安౻・ॹ方・੢・ޱࡔ・ү࡚・小
ా・౻΢ΥϦス・Ԭా・௰৿・େ・ٶ
ଜ・੕・ኍ໦・中ᖒ　事務ہ ᖒ໦

ܽ੮ 者（ҕ任ঢ়提ग़あり，Χοί಺はҕ任
者）：平ా෭会௕（দా）

ˎ 定଍਺（12，ҕ任ঢ়含む）に対し，ग़੮者
17໊，ҕ任ঢ়1໊，合計18໊のग़੮ 

ˎ ୈ10ճ（ྟ時），ୈ11ճ（ྟ時）ࣥ行理事
会の議事録確認

ᶗ　৹߲ٞࣄ
԰େ会の実施についてݹ໊．̍
 ・ ໊ について確ظ԰େの-0$とはେ会Ԇݹ

認しており，これまでのࣥ行理事会での検
討結果をߟ慮し，1年Ԇظの方਑を決定し
た．

 ・ 2019年౓理事会には，5�23の総会前（8&#
会議）に，2020年౓事業計画มݹ໊）ߋ԰
େ会：Ԇظ）に関するࣥ行理事会のҙ向を
ϝーϧ報告する．（ݪ案࡞成：ࡈ౻常務理
事）

 ・ 2020�21年౓の理事会には，5�23総会ऴ了
԰େ会の計画มݹ໊，のୈ̍ճ理事会でޙ
．の承認を受けるߋ

 ・ HFP�'MBTI（ྟ時߸，6�2，6�16）等でେ会
のԆظの連བྷを଎報する．5月発行の/FXT
．予定ࡌܝにもࢽ

԰େ会代ସ行事案の検討ݹ໊．̎
 ・ 学術େ会代ସ行事やا画についてૉ案（ү

࡚案）を検討し一෦改గ・௥加し，ߋޙࠓ
に۩体的に٧めていくことにした．

 ・ 代ସ行事等のࢀ加の࢓方（0OMJOFࢀ加手ଓ
き,ࢀ加අ，資ྉ受取法等）についても検
討していく．

 ・ 特に行事ࢀ加අの௃ऩ事務については，
$POGJU "MMを࢖用しない場合は予想࡞業ྔ
をߟ慮して，事務ہが対応できる方法を࠾
用する． 

̏．ԋ題ొ録等システム：$POGJU "MMの利用
について
 ・ ໊ の場合は，本年౓はظ԰େ会中止・Ԇݹ

画実施のための利用もا用しない．代ସ࢖
しない．

̐．5�23総会での৹議手ଓきについて
 ・ ηΩϡϦテΟ対ࡦとスムーζな会議進行の

ため，8FC会議へのࢀ加方法（63-等）
は総会ࢀ加確認者にのΈ案಺する．

 ・ 決ࢉ報告（ୈ̍߸議案ޙ൒）以֎の議題
（ୈ1ʙ5߸議案）は予定通り承認を受ける

 ・ 2019年౓決ࢉ報告の承認について：総会で
は決ࢉ報告（࢑定൛）の֓要説明のΈを行
う．7月上०を目ॲに会計؂査を行ったޙ，

総会のʮ継ଓ会ʯ（7月Լ०ʙ8月上०を想
定）を開࠵して決ࢉ報告（確定൛）の承認
を受けるɻ

 ・ 2019年౓決ࢉ報告の؂査は2019年౓の؂
事が行い，ʮ継ଓ会ʯは2019年౓の理事，
代議員が行う

 ・ ʮ継ଓ会ʯの開࠵日程は，5�23総会で案಺
できるように४උする．

̑．日本δΦύーΫҕ員会からの世քδΦύ
ーΫ申請事前ص上৹査依頼
ҕ員（3ʙ5໊）人બ案の࡞成は平ా෭会௕と
常務理事，δΦύーΫ支ԉҕ員会で検討౻ࡈ
する．
日程・方法࠵の理事会の開ޙࠓ．̒
年಺開࠵予定の理事会の開༷ࣜ࠵と日程を検
討し，9月，12月は会場予約を進めることに
した．

以上

2020年5月23日
一般社団法人日本地質学会ࣥ行理事会

会௕（代表理事）দాതو
ॺ໊人ࣥ行理事　ࡈ౻　ᚸ

����೥౓�
ୈ��ճࣥߦཧࣄձٞࣄ࿥

日：2020年5月23日（౔）12�00ʙ13�20　ظ
場　所：8&#会議
ग़੮ 者：দా会௕・ࠤʑ໦෭会௕・平ా෭会

௕・ᜊ౻常務・安౻・ॹ方・੢・ޱࡔ・
小ٶ・΢ΥϦス・Ԭా・௰৿・େ౻・ా
ଜ・ኍ໦・中ᖒ，ү࡚　事務ہ ᖒ໦

ܽ੮ 者：੕
ˎ 定଍਺（12，ҕ任ঢ়含む）に対し，ग़੮者

17໊
ˎ ୈ12ճࣥ行理事会議事録（19�12（ྟ時））

の確認

ᶗ　৹߲ٞࣄ
̍．2020年౓総会，ୈ̍ճ理事会の議事およ
び資ྉの確認
̎．2020年໊ݹ԰େ会の代ସ行事・ا画につ
いて　2020年౓ୈ1ճ理事会
 u େ会中止とその代ସا画に関する会員への

広報の文案についてのम正ҙ見を受けて，
適宜గ正する（χϡース5ࢽ月߸ࡌܝ予定）．

 u 代ସا画の̍つであるシϣーτίースに
ついて，対象は学ੜ͹かりでなく，社会
人，技術者のϦΧϨϯτ教育も想定し，
$1%を発行する．

 u 代ସا画の提案にए手会員のための地質
関連ا業研究αϙーτا画（関ا܎業（ࢍ
ॿ�ඇࢍॿ会員ا業）の活動঺հࢠ࡭を
QEG൛とҹ࡮൛で࡞成し֤େ学に配付）を
௥加する．

ᶘ　ใ߲ࣄࠂ
̍．全体的報告
 u 地質学ࢽࡶ論文౤ߘஶ者からのҟ議申し

立て（2020年2月̎7日付）について，5�20
付会௕໊でճ౴した（2019�8ճ議事録ࢀ
র）．

̎．ӡӦࡒ੓෦会：総務ҕ員会 （ॹ方・੢）
ʻޙ・࠵ڞԉ依頼，他団体のืू等ʼ
 ・ 日本科学技術ৼࡒڵ団より，੨গ年のため

の科学のࡇయ2020（7�23ʙ21�2�27ʀ๺ւ
ಓʙԭೄの50会場）に対するޙԉ໊ٛ࢖用
の依頼があり，承୚した．ˠHFP�GMBTI，χ
ϡースࡌܝࢽ．

 ・ ୈ57ճΞΠιτーϓ・์ࣹઢ研究発表会
（2020�7�7�7�9，౦େ໻ੜߨಊ）（地質学会
．連བྷがあったࢫ中止の࠵ԉ）の開ޙ

 ・ ਆಸ઒ݝ立ੜ໋の੕地球ത物ؗのا画展
ʮΰϯυϫφʙؠੴがޠるେ཮のিಥと分
྾ʙʯ৽ܕίϩφ΢Οϧスの影響で開ظ࠵
ؒが୹ॖされたため，ത物ؗ࠶開時に࠶౓
展示を予定している．࠶展示の際もޙԉを
継ଓして΄しいࢫଧ਍があり，了承した．

 ・ ώϚϥϠ実शϓϩδΣΫτ（2021年3月実
施予定）より事業に対するਪન継ଓの依頼
があったが，৽ܕίϩφによる公衆Ӵੜの
ঢ়گは現時点で将来予測ができず，ւ֎事
情も含めての೉しい判அとなるため，ࠓճ
はਪનしないこととした．

 ・ 日本学術ৼڵ会育ࢤ৆ਪનについて，৽ܕ
ίϩφの影響をߟ慮してืूؒظがԆظ
された．（క切7月8日，学会క切：6月15
日）ˠHFP�GMBTI，χϡースࡌܝࢽ．

ʻその他ʼ
 ・ ๺ւಓ立総合研究機ߏよりྩ࿨2年4月1日

よりʮΤωϧΪー・環境・地質研究所ʯが
৽たにઃ立されたࢫѫࡰがあった．

 ・ 一般社団法人資源・ૉ材学会より໾員ब任
のѫࡰঢ়のૹ付があった（会௕：ᖒଜ一࿠

（+9ۚ属ࣜג会社））．
ʻ会員ʼ
月のೖ会者（2໊）ࠓ（̍
正会員（1໊）：ۚ໦ढ़໵
正（Ӄׂ）会員（1໊）：ւ࿝ᖒ ॣ
月のୀ会者（正会員5໊）ࠓ（̎
দ本୓ւ，౦　༸一，౑ޗॣࢁ，ླ໦あΏ
ඒ，ᴳೲལ܌
（正会員໊̍	者ڈ月の੦ࠓ（̏
ย平஧መ（੦ڈ日2019年11月18日），加౻ٱ
ඒ（੦ڈ日2020年̐月15日），中઒　ത （੦
（日2020年4月20日ڈ
̐）2020年4月຤会員਺
ॿ：27　໊༪：44　正会員：3368ʦ正会ࢍ
員：3296，正（Ӄׂ）会員：72，正（学෦
ׂ）会員：1ʧ合計　3440（ࡢ年ൺ　ʵ74）
ʻ会計ʼ
特になし
̏．広報෦会：広報ҕ員会（ޱࡔ・小ٶ）
 ・ 広報ࢽδΦϧδϡ 2020年前ظ߸をץ行し

た．5月߸地質学ࢽࡶとともに会員に配෍
予定．

 ・ ౦ژύーΫスΪϟϥϦー（౦ژ・上野公
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Ԃ）でのୈ11ճ࿭੕地球ϑΥτίϯテスτ
がؗٳ品展示（5�19�31予定）は，会場࡞
継ଓしているため，中止となった．

̐．学術研究෦会（ү࡚・΢ΥϦス・Ԭా・
௰৿）
1）行事ҕ員会（Ԭా）
特になし
̎．国際交流ҕ員会（΢ΥϦス）
 ・ Ϟϯΰϧ地質学会との.06ߋ৽を行う．

すでに2019年11月でظ限が切れているの
で，৽体制を଴たずに現দా会௕໊でॻ໘
を࡞成し，Ϟϯΰϧଆにૹ付する．

 ・ ୆࿷については，ߋ৽の手ॱを相ஊ中
̏．+*4，標४担౰（中ᖒ）
特になし
̐．その他
　特になし
̑．ฤूग़൛෦会（େ౻・ాଜ）
1）地質学ࢽࡶฤूҕ員会	େ౻

1. ฤूঢ়گ報告（5月20日現ࡏ）．
 ・ 2020年౤ߘ論文：30ʦ಺༁ʧ論説11（࿨文

10・ӳ文1），Ϩター 5（࿨文5），総説1（࿨
文̍）ɺϊーτ（ӳ文1）ɺ報告3（࿨文3），
：ֆ1（ӳ文̍），८検案಺ॻ8，査ಡ中ޱ
34，受理ࡁΈ：18（うち特ू߸7）

，4月߸（通常߸）論説3ฤ，報告1ฤר126 ・ 
Ϩター 1ฤ（65ท，5�8発ૹ）．事務ࡏہ୐
業が஗れ，通常࡞務の影響等によりฤूۈ
より10日程౓発ૹが஗れた．஗Ԇについて
事前に(FP�GMBTIで会員に周知した．

5月߸（通常߸）論説3ฤ，報告1ฤר126 ・ 
（約50ท，5�22ߍ了予定）．

2）ΞΠϥϯυΞーΫฤूҕ員会	௰৿
 
（1）ฤूঢ়گ報告

（ٶ小）画ग़൛ҕ員会ا（3
　特になし
̒．社会貢献෦会（੕・ኍ໦・中ᖒ）
 u ֗中δΦࢄ歩をは͡め，3月ʙ5月に予定さ

れていた2020年の学会ओ࠵のʮ地質の日ʯ
関連行事はɺ৽ܕίϩφ΢Οϧスײછ֦େ
防止のため，全て中止となった．

̓．地学教育ҕ員会（ኍ໦）
 u ࠓ年の学術େ会が行われない場合でも，
ʮ小，中，ߍߴੜెʰ地学研究ʱ発表会ʯ
（デδタϧϙスター৹査）を実施する方਑．
実施時ظについては，ੜెのଔ業や受ݧ時
の಺申ॻ࡞成時ظをߟ慮し，ࠓ年ळ（9�11
月）が๬ましい．

̔．地質技術者教育ҕ員会（ࠤʑ໦）
 ・ 学会行事における$1%証明のਪ進につい

て，ࠤʑ໦෭会௕より，理事会報告予定の
಺༰について঺հがあった．

̕．δΦύーΫ支ԉҕ員会（平ా）
　特になし
10．地学ΦϦϯϐοΫ支ԉҕ員会（੕）
　特になし
11．地質災害ҕ員会（ࡈ౻）
　特になし
12．໊༪会員ਪનҕ員会（ࠤʑ໦）
　特になし

以上

2020年6月1日
一般社団法人日本地質学会ࣥ行理事会

会௕（代表理事）দాതو
ॺ໊人　ࣥ行理事　ࡈ౻　ᚸ

����೥౓ձඅಜଅ੥ٻにؔすΔ
͓஌Βせ

2020年౓会අおよびそれ以前のະೲ会
අがある方に対して，請求ॻ（༣便ৼ
ସ用ࢴ）を6月10日ࠒに発ૹしました．
いئに͝ૹۚくͩさいますようおٸૣ
いたします．また自動引མについては，
6月23日に引མしを行います．
ㅣ 2020年౓分会අがະೲの場合は，7月

߸からのࢽࡶのૹ付を一時的に中止
させていたͩきます．

 ㅣ 2020年౓分のׂ引会අ申請（Ӄੜׂ
引，学෦学ੜׂ引）は2020年3月຤日
で受付をऴ了しています（૎っての
申請はできません）．

長ظະೲ者のࢽࡶόοΫナϯόʔのૹ
ຊについて：3年౓分以上のະೲ会අを
おৼࠐΈされる方で，ະೲؒظ中（ૹ
本ఀ止中）のࢽࡶόοΫφϯόーのૹ
付をر๬する方は，༣便ৼସ用ࢴのν
ΣοΫཝにて，ҙ思をお示しԼさい．
νΣοΫがແい場合は最৽߸からૹ本
．開します࠶

一般社団法人日本地質学会　
ӡӦࡒ੓෦会

5&-�03�5823�1150
F�NBJM�NBJO!HFPTPDJFUZ.KQ
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　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開࠵日，会合໊，開࠵学会，開
場所を͝案಺கします．会員のօ༷の情報࠵
をお଴ちしています．
˒ҹは学会ओޙ（ޙ），࠵ڞ（ڞ），࠵ԉ，

．ࢍڠ（ڠ）

����೥
�݄̇　+VMZ
˓+Q(6����೥େձʦΦϯϥΠϯ։࠵ʧ
7月12（日）ʙ16日（໦）
IUUQ���XXX.KQHV.PSH�NFFUJOH@K2020�

�݄̇　4FQUFNCFS
˓೔ຊ஍ٿԽֶձ����೥౓೥ձ
9月14日（月）ʙ17日（໦）
場所：߂前େ学
IUUQ���XXX.HFPDIFN.KQ�JOEFY.IUNM

˓೔ຊ߭෺Պֶձ����೥೥ձɾ૯ձ
9月16日（ਫ）ʙ18日	ۚ）
会場：౦๺େ学੨༿Ωϟϯύス
IUUQ���KBNT.MB.DPPDBO.KQ�JOEFY.IUNM

˓ୈ��ճྺ࢙஍਒ڀݚձʢҏլେձʣ
9月26日（౔）ʙ29日（Ր）
会場：ϋΠτϐΞҏլ（ࡾ重ݝҏլࢢ）
IUUQ���XXX.IJTUFR.KQ�JOEFY.IUNM

�̇�݄　0DUPCFS
ʢڠʣςΫϊΦʔγϟϯ����
10月1日（໦）ʙ3日（౔）
会場：ਆށ国際展示場
IUUQT���XXX.UFDIOP�PDFBO.DPN�

˓೔ຊԠ༻஍ֶ࣭ձྩ࿨�೥౓ൃڀݚ
දձʢ໊ݹ԰ʣ
10月1日（໦）ʙ2日（ۚ）
会場：໊ݹ԰国際会議場
IUUQ���XXX.KTFH.PS.KQ�JOEFY.IUNM

˓΅͏͍͍ͨ͘͜͞�����
සൃԽ͢Δେن໛֐ࡂʹඋ͑Δ
ʵʮΈΜͳͰࡂݮʯॿ͚߹͍ΛͻΖ
͛Μ͍͞ʵ
10月3日（౔）ʙ4日（日）
会場：広ౡ国際会議場
IUUQ���CPTBJ�LPLVUBJ.KQ�

˓೔ຊՐֶࢁձ����೥౓ळقେձ
10月8日（໦）ʙ10日	౔）
会場：໊ݹ԰େ学
IUUQ���XXX.LB[BO.PS.KQ�+�JOEFY.IUNM

ʢޙʣ౻ݪφνϡϥϧώετϦʔৼڵ
೦�ެ։γϯϙδ΢هઃཱ��प೥ஂࡒ
Ϝʦதࢭʧ

ʮւと地球の自વ࢙ʵมわりΏくւ༸環境か
らւ༸ϓϥスνοΫ͝Έまで地球の問題をߟ
えるʵʯ
10月10日（౔）13�30ʙ16�30
場所：౦๺福祉େ学ઋ୆Ӻ౦ޱΩϟϯύス
IUUQ���GVKJXBSB�OI.PS.KQ�

˓೔ຊ஍਒ֶձ����೥౓ळقେձ
ʦΦϯϥΠϯ開࠵ʧ
10月29日（໦）ʙ31 日（౔）
IUUQT���XXX.[JTJO.PS.KQ�

�̇�݄　/PCFNCFS
ୈ��ճ೔ຊਓྨֶձେձ
11月1日（日）ʙ11月3日（Ր・ॕ）
会場：ࢁསେ学ҩ学෦Ωϟϯύス
IUUQ���BOUISPQ�NFFUJOH.TBLVSB.OF.KQ�

ʢڠʣୈ��ճθΦϥΠτൃڀݚදձ
11月19日（໦）ʙ20日（ۚ）
場所：෋ࢁ国際会議場
IUUQT���K[B�POMJOF.PSH�FWFOUT

注意：新型コロナウィルス感染拡大の影響
により，行事中止の可能性もあります．実
際の行事開催の有無については事前に各主
催者，問い合わせ先にご確認ください．

ୈ��ճ࿭星地ٿϑォトコンςスト：δΦύʔΫ৆

ʮڊ人ͷ͛Μͭ͜ʯ
ࣸ真：長谷　洋（࿨Վݝࢁ）

؛のւࢁന඿ொ　൪所　ݝࢁ影場所：࿨Վࡱ

をΠϝーδしました．まるでؠり，ఱに৳びるࡱ野δΦύーΫΤϦΞ಺のւ৯Ξーνのยଆͩけを۽ل影者より：ന඿ொೆࡱ

Ϟデϧがڊ人のѲりݓの上に৐っかっているようにΈえました．

図としました．Ϟデϧのঁ性の配ஔߏりたくなりますが，ยଆͩけを切り取ってഭ力のあるࡱは全体をܗ評：Ξーνঢ়の地ߨ

やେきさも適౰で良いスέーϧとなっています．このঁ性がどうやってここまで୧りணいたか，ແ事に໭って来られたのか，

গし心配になってしまいますがʜʜ（৹査ҕ員௕　നඌݩ理）．

地質的എܠ：Ϟデϧが立っている地૚はౝౡ（とう͡ま）᛽ؠ૚であり，৽ୈلࡾのଯੵؠであるాล૚܈を不੔合で෴って

います．含まれる᛽は࠭ؠがଟく，టؠやڽփؠなども含まれます．ന඿ொにあるδΦαΠτʮԁ月ౡʯもこの地૚からなり

ます．この᛽ؠ૚が見られるւ؛には೾৯୨が広がり，ଟくのүのੜき物を観࡯することがग़来ます．（ೆ۽ل野δΦύーΫ

ਪ進ڠ議会）
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SMBCファイナンスサービス株式会社

Ұൠࣾஂ๏ਓ�೔ຊ஍ֶ࣭ձ ձ අ ౳

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

☎03-5444-1533　〒108-6350　東京都港区三田3－5－27

（不備返却先）
　SMBCファイナンスサービス㈱決済ビジネス事務部

（金融機関へのお願い）

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
銀
行

ゆうちょ銀行
お 届 け 印

捨印
ゆうちょ銀行を除く

ゆうちょ銀行以外の銀行またはゆうちょ銀行のどちらか一方に記入して下さい。

（金融機関用）

SMBCファイナンスサービス株式会社

取
扱

店 日

附
印

令和　　年　　月　　日
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一般社団法人日本地質学会
The Geological Society of Japan

理  事

監  事　

会長（代表理事）

副会長

常務理事
副常務理事
執行理事

理　事

磯﨑行雄（東京大学）

佐々木 和彦（応用地質（株））
平田大二（神奈川県立生命の星・地球博）
　
中澤　努（産業技術総合研究所）
岡田　誠（茨城大学）
ウォリス サイモン（東京大学）
緒方信一（中央開発（株））
大藤　茂（富山大学）
狩野彰宏（東京大学）
亀高正男（（株）ダイヤコンサルタント）
小宮　剛（東京大学）
坂口有人（山口大学）
高嶋礼詩（東北大学）
辻森　樹（東北大学）
星　博幸（愛知教育大）
松田達生（工学気象研究所）
矢部　淳（国立科学博）

上松佐知子 （筑波大学）
芦　寿一郎 （東京大学）
天野一男 （東京大学）
安藤寿男 （茨城大学）
内野隆之 （産総研）
尾上哲治 （九州大学）

笠間友博 （箱根ジオミュージアム）
亀尾浩司 （千葉大学）
亀田　純 （北海道大学）
川端清司 （大阪市立自然史博）
北村有迅 （鹿児島大学）
清川昌一 （九州大学）
後藤和久 （東京大学）
小松原純子 （産総研）
齋藤　眞 （産総研）
杉田律子 （科学警察研）
竹下　徹 （北海道大学）
内藤一樹 （産総研）
納谷友規 （産総研）
奈良正和 （高知大学）
西　弘嗣 （東北大学）
根本直樹 （弘前大学）
野田　篤 （産総研）
早坂康隆 （広島大学）
藤井正博 （応用地質（株））
細矢卓志 （中央開発（株））
保柳康一 （信州大学）
松田博貴 （熊本大学）
三田村宗樹 （大阪市大学）
道林克禎 （名古屋大学）
矢島道子 （日本大学）
山口飛鳥（東京大学大気海洋研）

岩部良子（応用地質（株））
山本正司（山本司法書士事務所）

任期：2020 年 5月 23 日～ 2022 年総会

任期：2020 年 5月 23 日～ 2024 年総会

一般社団法人日本地質学会
〒101-0032　東京都千代田区岩本町 2-8-15　井桁ビル

電話　03-5823-1150　FAX　03-5823-1156（振替口座　00140-8-28067）
e-mail: main@geosociety.jp　ホームページ htttp://geosociety.jp

一般社団法人日本地質学会倫理綱領
2003年9月19日　日本地質学会総会制定

2009年12月5日　一般社団法人日本地質学会制定*

　日本地質学会の会員は，科学的真理を明らかにする事を目的として，誠実かつ真摯に地質学および関連科学の研究・教育および
調査を行う．その成果を広く社会に公表することにより地質学および関連科学の進歩普及を図り，もって社会の発展と人類の福祉
に貢献する．会員は，基本的人権を守り，良識かつ品位のある行動をとる．

1. 科学者としての倫理：会員は，専門知識の向上および地質学と関連科学の発展を目指して自己研磨を図る．研究と調査において
は，法を尊守し，社会的良識に従って行動する．科学的事実に対しては常に謙虚，誠実でなくてはならない．研究成果と技術上の
知見を広く社会に公表し，公表にあたっては先人と他者の業績を尊重する．

2. 知的交流の確保：会員は，国際交流や他分野との交流を進めることを通して学術の向上を図るとともに，研究成果と技術上の知
見が科学的に広く吟味・検証されるよう努める．

3. 人類と社会への責務：会員は，その専門知識と技術を適切に活用し，研究と調査の成果を広く社会に提供することを通して社会
の発展と人類の福祉に貢献する．

4. 地球環境への責務：会員は，地球システムの諸現象についての専門家として，地質災害の予知と防止，地球環境の将来予測，資
源の適正な活用に関する情報を提供するとともに，専門知識を活かして環境の保全と改善に努める．自らの研究と調査の実施にあ
たっては環境への影響を最小限にするよう配慮する．

5. 次世代への責務：会員は，地質学と関連科学における学術と技術の継承と発展，次世代を支える人材の育成を図る．研究や調査
の成果物，重要な露頭や標本などの科学的遺産の保全に努める．

*2009 年12月5日法人理事会において，一般社団法人日本地質学会倫理綱領として全文引継を決定．

一般社団法人日本地質学会行動規範
 

2011年9月8日　一般社団法人日本地質学会理事会制定
 
　日本地質学会が他機関や組織との連携事業を実施する際に，学会員の立場や責任について，学会員ならびに社会に明示するため，
一定の規範が必要であるとの認識のもとに，本会倫理綱領を踏まえて行動規範を定めるものである．

（透明性，説明責任）
1. 会員は，地質学・地球科学分野の進展とその成果が与える社会的影響を自覚し，公益性の観点から客観的事実を明らかにするよ
う努力すると同時に，事実を社会に周知するよう努力する．
2. 会員は,専門の業務において,その目的・方法・成果等について,要求された場合には明快に説明する責任がある．特に専門家でな
い者には,相手の立場に立つ姿勢で分かりやすく説明する責任がある．

（自立・公益性）
3. 会員は，立案，計画，申請，実施，報告などの過程において，真実に基づき，公正であることを重視し，誠実に行動する．研究・
調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為をなさず，加担しない．また，科学技術に
関わる問題に対して，特定の権威・組織・利益によらない中立的・客観的な立場から討議し，責任をもって結論を導き，実行する．
4. 会員は，関与する計画と事業が人類社会や環境に及ぼす影響を予測評価する努力を怠らず，公衆の安全，健康，福祉を損なう，
または環境を破壊する可能性がある場合には，中立性，客観性を保ち，自己の良心と信念に従って情報を公開する．

（中立公正）
5. 会員は，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教などによって個人を差別せず，個人の人権と人格を尊重する．また，個人の
自由を尊重し，公平に対応する．
6. 会員は,専門知識を説明するときは,一方的な価値観を押し付けることのないよう，他者の理解を得るように努める．
7. 会員は，他者と互いの能力の向上に努力し，専門上の批判には謙虚に耳を傾け，不公正な競争を排除する．

（契約に対する誠実性と利益相反）
8. 会員は，雇用者または依頼者それぞれのために，誠実な代理人または受託者として行動する．
9. 会員は，雇用者または依頼者から不適切な便宜供与を受けてはいけない．
10. 事業の結果および研究の成果が他団体または，自らを含む特定の個人に利益をもたらすことが予想される場合には，事前に雇
用者あるいは依頼者の了承を得る．

以上
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